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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置の置き忘れを警告する置き忘れ警告装置であって、
　前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離
判定手段と、
　当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定手
段と、
　前記離間距離判定手段による判定結果と、前記屋内屋外判定手段による判定結果と、に
基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定手段と、
　前記置き忘れ判定手段により前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警告す
る置き忘れ警告手段と、を備え、
　前記屋内屋外判定手段は、
　現在位置情報を取得する位置情報取得手段と、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ているか否かを判定する位置
情報取得可否判定手段と、を備え、
　前記現在位置情報を取得出来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ警告装置が屋内に
存在するか屋外に存在するかを判定することを特徴とする置き忘れ警告装置。
【請求項２】
　前記置き忘れ判定手段は、前記離間距離判定手段による判定結果が前記装置と当該置き
忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲を超えている場合、で且つ、前記屋内屋外判定手段
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による判定結果が当該置き忘れ警告装置が屋外に存在する場合、前記装置の置き忘れと判
定することを特徴とする請求項１に記載の置き忘れ警告装置。
【請求項３】
　前記置き忘れ判定手段は、前記離間距離判定手段による判定結果が前記装置と当該置き
忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲を超えていると判定された後に、前記屋内屋外判定
手段により当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定することを
特徴とする請求項１又は２に記載の置き忘れ警告装置。
【請求項４】
　前記離間距離判定手段は、
　前記装置と近距離無線通信を行なう近距離無線通信手段と、
　前記近距離無線通信手段による前記装置との近距離無線通信が確立されているか否かを
判定する近距離無線通信確立判定手段と、を備え、
　前記近距離無線通信が確立されているか否かに基づいて、前記装置と当該置き忘れ警告
装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定することを特徴とする請求項１乃至３の何れ
か一項に記載の置き忘れ警告装置。
【請求項５】
　前記離間距離判定手段は、
　前記装置との近距離無線通信が確立されていない場合、前記装置と当該置き忘れ警告装
置の離間距離が所定の範囲を超えていると判定することを特徴とする請求項４に記載の置
き忘れ警告装置。
【請求項６】
　前記屋内屋外判定手段は、前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来て
いない場合、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在すると判定することを特徴とする請求項
１に記載の置き忘れ警告装置。
【請求項７】
　前記屋内屋外判定手段は、
　地図データと、
　前記位置情報取得手段により取得した前記現在位置情報と前記地図データを照合して、
前記現在位置情報が建造物内か否かを判定する位置判定手段と、を更に備え、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ている場合、で且つ、前記位
置判定手段による判定結果が建造物内の場合、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在すると
判定することを特徴とする請求項１に記載の置き忘れ警告装置。
【請求項８】
　前記屋内屋外判定手段は、
　当該置き忘れ警告装置の移動範囲の情報を取得する移動範囲取得手段と、
　前記移動範囲取得手段により取得した移動範囲が所定の範囲内の移動か否かを判定する
移動範囲判定手段と、を更に備え、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ている場合、で且つ、前記位
置判定手段による判定結果が建造物内ではない場合、で且つ、前記移動範囲判定手段によ
る判定結果が前記所定の範囲内の移動の場合、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在すると
判定することを特徴とする請求項７に記載の置き忘れ警告装置。
【請求項９】
　装置の置き忘れを警告する置き忘れ警告装置の置き忘れ警告方法であって、
　前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離
判定ステップと、
　当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定ス
テップと、
　前記離間距離判定ステップによる判定結果と、前記屋内屋外判定ステップによる判定結
果と、に基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定ステップと、
　前記置き忘れ判定ステップにより前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警
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告する置き忘れ警告ステップと、を含む置き忘れ警告方法であって、
　前記屋内屋外判定ステップは、
　現在位置情報を取得する位置情報取得ステップと、
　前記位置情報取得ステップにより前記現在位置情報を取得出来ているか否かを判定する
位置情報取得可否判定ステップと、を含み、
　前記現在位置情報を取得出来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ警告装置が屋内に
存在するか屋外に存在するかを判定することを特徴とする置き忘れ警告方法。
【請求項１０】
　装置の置き忘れを警告する置き忘れ警告装置のコンピュータを、
　前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離
判定手段、
　当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定手
段、
　前記離間距離判定手段による判定結果と、前記屋内屋外判定手段による判定結果と、に
基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定手段、
　前記置き忘れ判定手段により前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警告す
る置き忘れ警告手段、として機能させるプログラムであって、
　前記屋内屋外判定手段は、
　現在位置情報を取得する位置情報取得手段、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ているか否かを判定する位置
情報取得可否判定手段、として機能し、
　前記現在位置情報を取得出来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ警告装置が屋内に
存在するか屋外に存在するかを判定することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、置き忘れ警告装置、置き忘れ警告装置の警告方法、及びプログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話機にＩＣタグを検知するＩＣタグ検知装置を内蔵し、ＩＣタグを取り付
けた傘や鞄、財布等と近距離無線通信を行ない、対象のＩＣタグが検知できない場合、そ
のタグを取り付けた持ち物を忘れ物として報知する技術が知られている（例えば、特許文
献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１３７８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来技術においては、例えば、ＩＣタグを取り付けた持ち物の所有者が
自宅や職場に居て、ＩＣタグを取り付けた持ち物を自分の机等に置いて、ＩＣタグ検知装
置である携帯電話機を持ってその場を離れた場合、近距離無線による検知ができなくなる
と、置き忘れている訳ではないにも係らず警告を発してしまうという問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、誤った警告を発しない置き忘
れ警告装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　前記課題を解決するため、本発明の置き忘れ警告装置は、装置の置き忘れを警告する置
き忘れ警告装置であって、前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か
否かを判定する離間距離判定手段と、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存
在するかを判定する屋内屋外判定手段と、前記離間距離判定手段による判定結果と、前記
屋内屋外判定手段による判定結果と、に基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ
判定手段と、前記置き忘れ判定手段により前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘
れを警告する置き忘れ警告手段と、を備え、前記屋内屋外判定手段は、現在位置情報を取
得する位置情報取得手段と、前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来て
いるか否かを判定する位置情報取得可否判定手段と、を備え、前記現在位置情報を取得出
来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するか
を判定することを特徴とする。
【０００７】
　前記課題を解決するため、本発明の置き忘れ警告装置の警告方法は、装置の置き忘れを
警告する置き忘れ警告装置の置き忘れ警告方法であって、前記装置と当該置き忘れ警告装
置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離判定ステップと、当該置き忘れ警
告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定ステップと、前記離
間距離判定ステップによる判定結果と、前記屋内屋外判定ステップによる判定結果と、に
基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定ステップと、前記置き忘れ判定ステ
ップにより前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警告する置き忘れ警告ステ
ップと、を含む置き忘れ警告方法であって、前記屋内屋外判定ステップは、現在位置情報
を取得する位置情報取得ステップと、前記位置情報取得ステップにより前記現在位置情報
を取得出来ているか否かを判定する位置情報取得可否判定ステップと、を含み、前記現在
位置情報を取得出来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか
屋外に存在するかを判定することを特徴とする。
【０００８】
　前記課題を解決するため、本発明の置き忘れ警告装置のプログラムは、装置の置き忘れ
を警告する置き忘れ警告装置のコンピュータを、前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間
距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離判定手段、当該置き忘れ警告装置が屋内に
存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定手段、前記離間距離判定手段による
判定結果と、前記屋内屋外判定手段による判定結果と、に基づいて前記装置の置き忘れを
判定する置き忘れ判定手段、前記置き忘れ判定手段により前記装置の置き忘れと判定され
た場合、置き忘れを警告する置き忘れ警告手段、として機能させるプログラムであって、
前記屋内屋外判定手段は、現在位置情報を取得する位置情報取得手段、前記位置情報取得
手段により前記現在位置情報を取得出来ているか否かを判定する位置情報取得可否判定手
段、として機能し、前記現在位置情報を取得出来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ
警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、置き忘れ警告装置において、不必要な警告を発することがなくなり、
ユーザの利便性を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施の形態における置き忘れ警告装置と置き忘れの対象となる装置を示す図で
ある。
【図２】本実施の形態における置き忘れ警告装置を示すブロック図である。
【図３】本実施の形態における置き忘れ警告処理を示すフローチャートである。
【図４】図３の離間距離判定処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図５】図３の屋内屋外判定処理の一実施例を示すフローチャートである。
【図６】図３の屋内屋外判定処理の変形例を示すフローチャートである。
【図７】本実施の形態の変形例における置き忘れ警告装置と置き忘れの対象となる無線タ
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グを取り付けた持ち物を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の実施形態における、置き忘れ警告装置１、置き忘れの対象となる装置
２を示す図であり、本実施の形態における置き忘れ警告装置１は、腕時計型のリスト機器
として実現した場合について説明する。
【００１２】
　置き忘れ警告装置１は、ユーザが手首に装着可能な腕時計型であり、時計ケース１０１
と、時計ケース１０１の両端部に装着されたリストバンド１０２と、時計ケース１０１上
に配置されるとともにタッチパネルとして機能する表示部１０３とを有している。また、
置き忘れの対象となる装置２は、例えば、スマートフォンである。
【００１３】
　図２は、置き忘れ警告装置１の回路構成を示す概略ブロック図である。１１１は時計部
であり、現在時刻をカウントする。１０３は前記表示部であり、例えば、カラーＬＣＤ（
Liquid Crystal Display）と、それを駆動する駆動回路等から構成される。１１２は入力
部であり、図１では省略した各種スイッチから構成される。また、入力部１１２には、表
示部１０３のカラーＬＣＤの表面を覆い、表示部１０３をタッチパネルとして機能させる
タッチセンサ、及びその駆動回路も含まれる。
【００１４】
　１１３は、装置２を置き忘れた際、ユーザに置き忘れを警告する警告部で、例えば、バ
イブレーションによる振動や、ブザー等のアラーム音でユーザに対して装置２の置忘れを
警告する。
【００１５】
　１１４はＣＰＵ（Central Processing Unit）であり、リスト情報機器１全体を制御す
る。１１５はプログラムメモリであり、制御プログラム１１５１、アプリケーションプロ
グラム１１５２が予め記憶されている。
【００１６】
　制御プログラム１１５１は、ＣＰＵ１１４に置き忘れ警告装置１全体を制御させるため
の基本的な制御プログラムである。アプリケーションプログラム１１５２は、ＣＰＵ１１
４に後述する処理を含む種々の処理を行わせるための複数種のアプリケーションプログラ
ムから構成される。
【００１７】
　１１６は、内蔵メモリであり、置き忘れ警告装置１が種々の処理を行う際のワーキング
メモリとして動作する。
【００１８】
　１１７は、置き忘れの対象となる装置２との離間距離が所定の範囲内か、範囲外かを判
定する離間距離判定部であり、詳細については後述する。
【００１９】
　詳しくは後述するが、１１８は、置き忘れ警告装置１を装着したユーザが屋内に居るか
、屋外に居るかを判定する屋内屋外判定部であり、１１９は、例えば、ＧＰＳにおける地
図データである。
【００２０】
　次に、以上の構成からなる置き忘れ警告装置１、置き忘れの対象となる装置（スマート
フォン）２の本発明に係わる動作を、図３を参照し説明する。
【００２１】
　図３は、ＣＰＵ１１４がプログラムメモリ１１５の制御プログラム１１５１、及び所定
のアプリケーションプログラム１１５２を実行することにより行われる置き忘れ警告装置
１の置き忘れ警告処理を示すフローチャートである。
【００２２】
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　置き忘れ警告装置１は、ステップＳ１０において、置き忘れ警告装置１とスマートフォ
ン２との離間距離を判定する。このステップＳ１０の詳細のフローは後述するが、置き忘
れ警告装置１と置き忘れの対象となるスマートフォン２との離間距離が所定の範囲内か、
範囲外かを離間距離判定部１１７により判定する。
【００２３】
　そして、ステップＳ２０において、スマートフォン２との離間距離が所定の範囲内であ
ると判定された場合（ステップＳ２０：所定範囲内）、スマートフォン２は、置き忘れ警
告装置１の近くに存在しており、置き忘れは発生していないと判断して、ステップＳ１０
の離間距離判定に戻る。
【００２４】
　ステップＳ２０において、スマートフォン２との離間距離が所定の範囲外であると判定
された場合（ステップＳ２０：所定範囲外）、処理はステップＳ３０に進む。このステッ
プＳ３０では、詳細のフローは後述するが、置き忘れ警告装置１を装着したユーザが屋内
に居るか、屋外に居るかを屋内屋外判定部１１８により判定する。
【００２５】
　そして、ステップＳ４０において、置き忘れ警告装置１を装着したユーザが屋内にいる
と判定された場合（ステップＳ４０：屋内）、スマートフォン２はユーザの傍にはないが
、例えば、自宅や会社等においてスマートフォン２を机の上等に置いて、その場を離れて
いるだけであり、置き忘れは発生していないと判断して、ステップＳ１０の離間距離判定
に戻る。
【００２６】
　ステップＳ４０において、置き忘れ警告装置１を装着したユーザが屋外にいると判定さ
れた場合（ステップＳ４０：屋外）、処理はステップＳ５０に進む。このステップＳ５０
では、ユーザは、スマートフォン２を置き忘れて、自宅や会社等を出て行ってしまったと
判断して、警告部１１３により、例えば、バイブレーションによる振動や、ブザー等のア
ラーム音でユーザに対してスマートフォン２の置き忘れを警告する。
【００２７】
　次に、図４を参照し、ステップＳ１０における離間距離判定処理の具体的な実施例につ
いて説明する。
【００２８】
　ステップＳ１０の離間距離判定処理では、離間距離判定部１１７により、置き忘れ警告
装置１と置き忘れの対象となるスマートフォン２との離間距離が所定の範囲内か、範囲外
かを判定するが、離間距離判定部１１７は、例えば、近距離無線通信機能を用いて、スマ
ートフォン２に対して近距離無線通信を試行し、スマートフォン２との通信が確立されて
いるか否かにより判定する。
【００２９】
　図４は、近距離無線通信機能を用いた離間距離判定処理を示すフローチャートである。
【００３０】
　置き忘れ警告装置１は、ステップＳ１００において、近距離無線通信機能によりスマー
トフォン２に対して近距離無線通信を試行し、スマートフォン２との通信が確立されてい
るか否かを確認する。
【００３１】
　そして、ステップＳ１１０において、スマートフォン２との通信が確立されていると判
定された場合（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、ステップＳ１２０に進む。ステップＳ１２
０ではスマートフォン２は、置き忘れ警告装置１の近くに存在していると判定し、例えば
、所定範囲内フラグを立てて、図３のステップＳ２０に戻る。
【００３２】
　ステップＳ１１０において、スマートフォン２との通信が確立されていないと判定され
た場合（ステップＳ１１０：Ｎｏ）、ステップＳ１３０に進む。ステップＳ１３０ではス
マートフォン２は、置き忘れ警告装置１の近くには存在していないと判定し、例えば、所
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定範囲外フラグを立てて、図３のステップＳ２０に戻る。
【００３３】
　尚、本実施形態において、離間距離判定部１１７は、近距離無線通信機能を用いた方法
で説明を行ったが、置き忘れ警告装置１と置き忘れの対象となる装置２との離間距離の判
定方法は近距離無線通信機能を用いたものに限らず、例えば、置き忘れ警告装置１と置き
忘れの対象となる装置２の位置情報を取得する手段を備え、双方の位置情報の差異に基づ
いて離間距離を判定する方法等を用いてもよい。
【００３４】
　更に、図５を参照し、ステップＳ３０における屋内屋外判定処理の具体的な実施例につ
いて説明する。
【００３５】
　ステップＳ３０の屋内屋外判定処理では、屋内屋外判定部１１８により、置き忘れ警告
装置１を装着したユーザが屋内に居るか、屋外に居るかを判定するが、屋内屋外判定部１
１８は、例えば、ＧＰＳを用いて、ＧＰＳ信号を受信できるか否かにより判定する。
【００３６】
　図５は、ＧＰＳを用いた屋内屋外判定処理を示すフローチャートである。
【００３７】
　ステップＳ３００において、ＧＰＳ信号の受信状況を確認する。そして、ステップＳ３
１０において、ＧＰＳ信号が受信できていない場合（ステップＳ３１０：Ｎｏ）、ステッ
プＳ３２０に進み、ステップＳ３２０では置き忘れ警告装置１を装着したユーザは屋内に
居ると判定し、例えば、屋内フラグを立てて、図３のステップＳ４０に戻る。
【００３８】
　ステップＳ３１０において、ＧＰＳ信号が受信できている場合（ステップＳ３１０：Ｙ
ｅｓ）、ステップＳ３３０に進み、ステップＳ３３０では置き忘れ警告装置１を装着した
ユーザは屋外に居ると判定し、例えば、屋外フラグを立てて、図３のステップＳ４０に戻
る。
【００３９】
　尚、本実施形態において、屋内屋外判定部１１８は、ＧＰＳを用いた方法で説明を行っ
たが、屋内／屋外の判定方法はＧＰＳを用いたものに限らず、例えば、赤外線や超音波を
射出し、その反射結果に基づいて屋内／屋外を判定する方法や、照度を計測し、計測した
照度に基づいて屋内屋外を判定する方法等を用いてもよい。
【００４０】
（変形例）
　上記の実施形態においては、ＧＰＳを用いた方法により、置き忘れ警告装置１を装着し
たユーザが屋内に居るか、屋外に居るかを判定したが、建造物の構造によっては、屋内に
おいてもＧＰＳ信号を受信できてしまう場合もあり、誤って屋外と判定してしまうケース
がある。本変形例は、このような誤判定を防止し、屋内／屋外の判定精度を向上させる方
法である。
【００４１】
　以下、本変形例に係わる動作を、図６を参照し説明する。図６は、本変形例における屋
内屋外判定処理を示すフローチャートである。
【００４２】
　ステップＳ３００において、ＧＰＳ信号の受信状況を確認する。そして、ステップＳ３
１０において、ＧＰＳ信号が受信できていない場合（ステップＳ３１０：Ｎｏ）、ステッ
プＳ３２０に進み、ステップＳ３２０では置き忘れ警告装置１を装着したユーザは屋内に
居ると判定し、例えば、屋内フラグを立てて、図３のステップＳ４０に戻る。
【００４３】
　ステップＳ３１０において、ＧＰＳ信号が受信できている場合（ステップＳ３１０：Ｙ
ｅｓ）、ステップＳ３１１に進む。ステップＳ３１１では、受信したＧＰＳ信号から置き
忘れ警告装置１を装着したユーザの現在位置情報を取得する。
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【００４４】
　次に、ステップＳ３１２において、取得した前記現在位置情報を地図データ１１９と照
合する。ＧＰＳにおける地図データ１１９には、道路の情報の他に、建造物のデータも含
まれており、現在位置情報と地図データ１１９を照合することにより、置き忘れ警告装置
１を装着したユーザが建造物内に居るか否かを判定することができる。
【００４５】
　ステップＳ３１２において、現在位置情報と地図データ１１９を照合した後、ステップ
Ｓ３１３に進む。そして、ステップＳ３１３において、地図データ上の現在位置が建造物
内であった場合（ステップＳ３１３：Ｙｅｓ）、ステップＳ３２０に進み、ステップＳ３
２０では置き忘れ警告装置１を装着したユーザは屋内に居ると判定し、例えば、屋内フラ
グを立てて、図３のステップＳ４０に戻る。
【００４６】
　ステップＳ３１３において、地図データ上の現在位置が建造物内ではなかった場合（ス
テップＳ３１３：Ｎｏ）、ステップＳ３１４に進む。ステップＳ３１４では、受信したＧ
ＰＳ信号の位置情報の軌跡に基づいて、置き忘れ警告装置１を装着したユーザの移動状況
の情報を取得する。
【００４７】
　ステップＳ３１４において、置き忘れ警告装置１を装着したユーザの移動状況の情報を
取得した後、ステップＳ３１５に進む。そして、ステップＳ３１５において、置き忘れ警
告装置１を装着したユーザの移動範囲が所定の範囲内であれば（ステップＳ３１５：Ｙｅ
ｓ）、置き忘れ警告装置１を装着したユーザは、建造物としては登録されていない程度の
規模の一般家屋のような建物内に居ると判断し、ステップＳ３２０に進み、ステップＳ３
２０において、例えば、屋内フラグを立てて、図３のステップＳ４０に戻る。
【００４８】
　ステップＳ３１５において、置き忘れ警告装置１を装着したユーザの移動範囲が所定の
範囲を超えていれば（ステップＳ３１５：Ｎｏ）、置き忘れ警告装置１を装着したユーザ
は、スマートフォン２を置き忘れて建物の外に出て行ってしまったと判断して、ステップ
Ｓ３３０に進み、ステップＳ３３０では置き忘れ警告装置１を装着したユーザは屋外に居
ると判定し、例えば、屋外フラグを立てて、図３のステップＳ４０に戻る。
【００４９】
　尚、上記の実施形態、及びその変形例においては、置き忘れの対象となる装置２をスマ
ートフォンとして説明したが、置き忘れの対象となる装置２はこれに限るものではなく、
例えば、図７に示すように、ユーザの持ち物である傘３－１や、鞄３－２、財布３－３等
に、近距離無線通信機能やＧＰＳを備えた無線タグ１０を取り付け、置き忘れ警告装置１
と無線タグ１０との間で、上記の実施形態、及びその変形例において説明した動作を行う
ことにより、無線タグ１０を取り付けた持ち物の置き忘れを警告するようにしてもよい。
【００５０】
　以上、本発明の実施形態、及びその変形例について説明したが、これらは本発明の作用
効果が得られる範囲内であれば適宜変更が可能であり、変更後の実施形態も特許請求の範
囲に記載された発明、及びその発明と均等の発明の範囲に含まれる。以下に、本出願の当
初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［請求項１］
　装置の置き忘れを警告する置き忘れ警告装置であって、
　前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離
判定手段と、
　当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定手
段と、
　前記離間距離判定手段による判定結果と、前記屋内屋外判定手段による判定結果と、に
基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定手段と、
　前記置き忘れ判定手段により前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警告す



(9) JP 6402505 B2 2018.10.10

10

20

30

40

50

る置き忘れ警告手段と、
　を備えたことを特徴とする置き忘れ警告装置。
［請求項２］
　前記置き忘れ判定手段は、前記離間距離判定手段による判定結果が前記装置と当該置き
忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲を超えている場合、で且つ、前記屋内屋外判定手段
による判定結果が当該置き忘れ警告装置が屋外に存在する場合、前記装置の置き忘れと判
定することを特徴とする請求項１に記載の置き忘れ警告装置。
［請求項３］
　前記離間距離判定手段は、
　前記装置と近距離無線通信を行なう近距離無線通信手段と、
　前記近距離無線通信手段による前記装置との近距離無線通信が確立されているか否かを
判定する近距離無線通信確立判定手段と、を備え、
　前記近距離無線通信が確立されているか否かに基づいて、前記装置と当該置き忘れ警告
装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定することを特徴とする請求項２に記載の置き
忘れ警告装置。
［請求項４］
　前記離間距離判定手段は、
　前記装置との近距離無線通信が確立されていない場合、前記装置と当該置き忘れ警告装
置の離間距離が所定の範囲を超えていると判定することを特徴とする請求項３に記載の置
き忘れ警告装置。
［請求項５］
　前記屋内屋外判定手段は、
　現在位置情報を取得する位置情報取得手段と、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ているか否かを判定する位置
情報取得可否判定手段と、を備え、
　前記現在位置情報を取得出来ているか否かに基づいて、当該置き忘れ警告装置が屋内に
存在するか屋外に存在するかを判定することを特徴とする請求項２に記載の置き忘れ警告
装置。
［請求項６］
　前記屋内屋外判定手段は、前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来て
いない場合、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在すると判定することを特徴とする請求項
５に記載の置き忘れ警告装置。
［請求項７］
　前記屋内屋外判定手段は、
　地図データと、
　前記位置情報取得手段により取得した前記現在位置情報と前記地図データを照合して、
前記現在位置情報が建造物内か否かを判定する位置判定手段と、を更に備え、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ている場合、で且つ、前記位
置判定手段による判定結果が建造物内の場合、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在すると
判定することを特徴とする請求項６に記載の置き忘れ警告装置。
［請求項８］
　前記屋内屋外判定手段は、
　当該置き忘れ警告装置の移動範囲の情報を取得する移動範囲取得手段と、
　前記移動範囲取得手段により取得した移動範囲が所定の範囲内の移動か否かを判定する
移動範囲判定手段と、を更に備え、
　前記位置情報取得手段により前記現在位置情報を取得出来ている場合、で且つ、前記位
置判定手段による判定結果が建造物内ではない場合、で且つ、前記移動範囲判定手段によ
る判定結果が前記所定の範囲内の移動の場合、当該置き忘れ警告装置が屋内に存在すると
判定することを特徴とする請求項７に記載の置き忘れ警告装置。
［請求項９］
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　装置の置き忘れを警告する置き忘れ警告装置の置き忘れ警告方法であって、
　前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離
判定ステップと、
　当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定ス
テップと、
　前記離間距離判定ステップによる判定結果と、前記屋内屋外判定ステップによる判定結
果と、に基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定ステップと、
　前記置き忘れ判定ステップにより前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警
告する置き忘れ警告ステップと、
　を含むことを特徴とする置き忘れ警告方法。
［請求項１０］
　装置の置き忘れを警告する置き忘れ警告装置のコンピュータを、
　前記装置と当該置き忘れ警告装置の離間距離が所定の範囲内か否かを判定する離間距離
判定手段、
　当該置き忘れ警告装置が屋内に存在するか屋外に存在するかを判定する屋内屋外判定手
段、
　前記離間距離判定手段による判定結果と、前記屋内屋外判定手段による判定結果と、に
基づいて前記装置の置き忘れを判定する置き忘れ判定手段、
　前記置き忘れ判定手段により前記装置の置き忘れと判定された場合、置き忘れを警告す
る置き忘れ警告手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００５１】
　１　　　　　置き忘れ警告装置
　２　　　　　装置（スマートフォン）
　１０１　　　時計ケース
　１０２　　　リストバンド
　１０３　　　表示部
　１１１　　　時計部
　１１２　　　入力部
　１１３　　　警告部
　１１４　　　ＣＰＵ
　１１５　　プログラムメモリ
　１１５１　　制御プログラム
　１１５２　　アプリケーションプログラム
　１１６　　　内蔵メモリ
　１１７　　　離間距離判定部
　１１８　　　屋内屋外判定部
　１１９　　　地図データ
　３－１　　　持ち物（傘）
　３－２　　　持ち物（鞄）
　３－３　　　持ち物（財布）
　１０　　　　無線タグ
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